
家
具
な
ど
の

転
倒
防
止
対
策

避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を

家
族
で
話
し
合
う

３
日
分
以
上
の
水
と
食
料
の

持
ち
出
し
準
備

つ
な
が
り
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

自助 共助

公助

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

国、県、市町村などの行政機関
による救助・援助など

自分の身は
自分で守る

災害時の
被害を抑
える

地域の防災力

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
防
災
や
減
災
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
「
自
助
」
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
日
頃
か
ら
自
分
の
命
の
守
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23

－
２
１
２
９

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死

者
の
８
割
以
上
が
家
屋
の
倒
壊
や

家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
る
圧
迫
死

で
し
た
。
特
に
、
寝
る
場
所
や
居

間
な
ど
、
よ
く
い
る
場
所
の
家
具

や
家
電
製
品
が
倒
れ
な
い
よ
う
に

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

命を守る３つのポイント

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
行
政

機
関
が
中
心
と
な
る
「
公
助
」
だ
け
で

は
早
急
な
対
策
を
取
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
極

め
て
重
要
で
す
。

　

特
に
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る「
自

助
」
は
、
防
災
の
基
本
。
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
で
、
家
族
や
友
人
、
隣
人
な

ど
を
助
け
、
協
力
し
合
う
「
共
助
」
に

　

日
中
、
自
宅
や
職
場
、
学
校
な
ど
家

族
が
離
れ
離
れ
の
と
き
に
も
災
害
は
起

こ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
防
災
マ
ッ
プ
で
自
宅
近

く
の
避
難
所
や
職
場
近
く
の
避
難
所
、

避
難
経
路
、

緊
急
時
の
連

絡
方
法
な
ど

を
家
族
で
話

し
合
い
、
確

認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

備
蓄
品
（
ス
ト
ッ
ク
）
は
、
１
人
に

つ
き
最
低
３
日
分
の
水
と
食
料
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
備
蓄
し

た
食
料
品
は
、
消
費
期
限
な
ど
を
確
認

し
て
定
期
的
に
食
べ
、
食
べ
た
分
を
買

い
足
す
こ
と（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）

で
、
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

早めに逃げる！
「命を守る」判断ができるのは、
「自分」です

「
自
助
」
は
防
災
の
基
本

保存性が良く、食べ慣れた
ものを少し多めに買い置き

❸ 

買
い
足
す

❶ 

備
え
る

❷ 食べる

ローリング
ストック

避難の心構え

　市は、災害につながる大雨や地震など
に対して避難情報を発令します。
　災害時にはそれらの情報や身の周りの
状況などを確認し、一人一人が状況判断
しながら、自分で気付き、考え、行動す
ることが大切です。

目
指
そ
う
、「
自
助
力
日
本
一
」
！

自
分
の
命
は
、

　
自
分
で
守
る
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【
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
】

　

地
域
防
災
力
の
強
化
の
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
住
民
同
士
で
声
掛
け
し
た
り
、

地
域
で
活
動
し
た
り
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
重
要
で
す
。

【
求
め
ら
れ
る
多
様
な
連
携
】

　

女
性
や
子
ど
も
な
ど
幅
広
い
世
代
の

参
加
を
促
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、

消
防
団
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

事
業
所
な
ど
、

地
域
の
多
様
な

組
織
と
の
連
携

が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　今年で７年目を迎え
た自主防災訓練で、初
めて図上訓練を行いま
した。
　防災士の指導の下、
当地区の白地図を見な
がら、主要な道路や公
的施設を書き込み、土
砂崩れや浸水などの危
険箇所、昭和56年以前

に建てられた民家などを確認しながら図示。
住民408人のうち65歳以上の人が189人（高齢
化率約45％）で、 1人暮らしも多い当地区内
の避難所までの経路を、地震や大雨などを想
定しながら確認しました。
　今回の訓練を通して、住民同士が話し合い、
自分の安全確保のための避難経路などを確認
できたのは、とても良かったと思います。

高城第13自治公民館
館長
二見  法

の り

雄
お

さん

図上訓練で、身の周りの危険箇所を確認！
　

一
人
一
人
の
「
自
助
」
が
集
ま
り
機

能
す
る
共
助
「
自
主
防
災
組
織
」
が
、

市
内
各
地
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る
】

　

阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、

生
き
埋
め
に

な
っ
た
人
を
救

出
し
た
の
は
、

自
衛
隊
や
消
防

な
ど
が
約
19
㌫

で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
近
隣
住

民
に
よ
る
救
出

消防・救急　「119」 警察　「110」
災害用伝言ダイヤル　「171」

道路の被害
側溝・排水路などの氾濫 維持管理課　☎23-2752

田畑の土手崩れ 農村整備課　☎23-2981

避難所 コミュニティ文化課　☎23-7146

浸水家屋の消毒 環境政策課　☎23-2130

水道の断水 上下水道局　☎23-4510

り災証明、
災害全般・災害救助資金融資制度 危機管理課　☎23-2129

は
約
77
㌫
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
守
る
」
と
い
う
考
え
方
が
全
国
に

広
ま
り
、
本
市
で
も
自
治
公
民
館
３
０

３
館
の
う
ち
、
２
６
８
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
て
、
組
織
率
は

88
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
の
主
な
役
割
】

①�

出
火
防
止
や
初
期
消
火
、救
助
な
ど
、

近
隣
で
の
助
け
合
い

②
安
否
や
被
害
状
況
の
把
握

③�

避
難
誘
導
や
一
人
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ
の
支
援

④
地
区
内
で
の
初
期
消
火
や
救
出
活
動

⑤
避
難
所
運
営

自主防災組織結成率の推移

結成数

団体

H18 H23 H28

268
(88.4%)199

(65.7%)123
(40.6%)

0

100

200

自
助
が
集
ま
り
機
能
す
る

自
主
防
災
組
織

▼いざというときの連絡先を再確認▼

▼災害時に役立つ情報を入手して自助力を高めよう！▼

宮崎県防災・防犯情報メールサービス
気象に関する情報のほか、避難情報
を随時配信します。

スマートフォンアプリ「みたチョ」
最寄りの避難所の位置などを確認
できます。

「Yahoo!　防災速報」
今年の9月14日㈭から、災害時に市の
情報が配信されます。
https://emg.yahoo.co.jp

「九州電力携帯メールサービス」
停電情報などを確認できます。
㈱九州電力都城営業所　☎ 0120-986-705
※このほか、都城市ホームページやフェイスブックでも情報を発信しています

Miyakonojo City Public Relations 2017.911



中心市街地中核施設の
「愛称」と「ロゴデザイン」が

決まりました

　現在、整備を進めている中心市街地中核施設（図書館など８施設）は、12月に全ての施設が竣工し、
来春、開業する予定です。今回は、このほど決定した中核施設全体および子育て世代活動支援セン
ターの愛称と、ロゴデザインを紹介します。これらの愛称とロゴは、施設サインや刊行物などに活
用していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　  ◎問い合わせ　商工政策課　電話 23-2983

●
愛
称
の
由
来

　
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
と
は
、
ま
ち
の
中
心

を
意
味
し
、
人
々
が
集
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
場

所
で
す
。
こ
れ
を
２
つ
重
ね

て
、
イ
ギ
リ
ス
風
に
「
ま
る

ま
る
」
と
読
む
こ
と
で
、
柔

ら
か
く
親
し
み
や
す
い
施
設

で
あ
る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
ま
す

●
選
定
理
由

　
「
ま
ち
の
中
心
」
を
意
味

す
る
こ
の
言
葉
は
、
中
核
施

設
の
位
置
付
け
を
適
確
に
表

現
。
そ
し
て
、「
ま
る
ま
る
」
と
読
む

こ
と
で
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
印
象
に

加
え
て
旧
都
城
大
丸
も
連
想
で
き
、
幅

広
い
世
代
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す

●
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

　
岐
阜
市
在
住
で
、
図
書
館
の
サ
イ
ン

表
示
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
手

掛
け
る
井
口
仁じ

ん

長ち
ょ
う

さ
ん
が
作
成
。
井
口

さ
ん
は
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
回
の

受
賞
歴
が
あ
り
ま
す

●
愛
称
の
由
来

　
「
い
な
い
、
い
な
い
、
ば
ぁ
」（
＝

Play�Peekaboo

＝
プ
レ
イ�

ピ
カ�

ブ
ゥ
）

を
略
し
た
も
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
を

あ
や
す
姿
を
表
現
し
ま
し
た

●
選
定
理
由

　
「Play�Peekaboo

」
と
い
う
こ
の
表

現
は
、
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
の
利

用
者
で
あ
る
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

を
優
し
く
出
迎

え
、
そ
の
由
来

か
ら
も
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん

に
定
着
し
て
い

く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す

中
核
施
設
全
体
の
愛
称

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ（
ま
る
ま
る
）」

子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

「
ぷ
れ
ぴ
か
」

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
中
心
市

街
地
中
核
施
設
は
、
図
書
館
や
屋
根
付

き
多
目
的
広
場
な
ど
8
つ
の
施
設
が
集

ま
っ
た
複
合
施
設
で
す
。

　

各
施
設
の
正
式
な
名
称
に
加
え
愛
称

ま
で
名
付
け
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
初
は
愛
称
を
付
け
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
建
設
が

進
む
中
で
、
親
し
み
や
す
い
名
称
を
求

め
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

完
成
ま
で
の
時
間
を
考
慮
し
な
が
ら
、

検
討
委
員
会
を
組
織
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
愛
称
や
ロ

ゴ
を
作
成
し
ま
し
た
。
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本
市
の
発
案
に
よ
り
、
９
月
25
日
㈪
か
ら
全
国
で
ス
タ
ー
ト

す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス

（https://w
w

w
.m

eibutsu-choice.jp/

）」。
今
回
は
、
サ
イ

サ
イ
ト
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

　

本
市
を
は
じ
め
、
全
国
の
自
治
体
の

魅
力
あ
る
商
品
を
販
売
。利
用
方
法
は
、

一
般
的
な
通
販
サ
イ
ト
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、「
地
域
経
済
応
援
ポ

イ
ン
ト
」
を
使
え
る
こ
と
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
。

【
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
】

　

地
域
の
消
費
拡
大
推
進
の
た
め
に
導

入
さ
れ
る
「
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン

ト
」。
マ
イ
レ
ー
ジ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
地
域
経
済

応
援
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
の
ほ
か
、

今
後
、
地
域
の
商
店
で
の
買
い
物
や
公

共
施
設
の
使
用
料
な
ど
に
利
用
で
き
る

予
定
で
す
。
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト

を
利
用
す
る
に
は
、
利
用
し
た
い
自
治

体
を
決
め
、
そ
の
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト

に
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な

　

ど
を
、
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

　

す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

特
産
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
都
城

市
を
応
援
で
き
る
本
サ
イ
ト
。
皆
さ
ん

は
、皆
さ
ん
の
住
む
都
城
市
に
対
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本

サ
イ
ト
で
は
、
都

城
市
の
特
産
品
を

購
入
で
き
ま
す
。

自
宅
向
け
の
ほ
か
、

お
中
元
や
お
歳
暮

な
ど
の
購
入
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
生
活
を
便
利
に
し
た
道
具

　
　

 

～
先
人
の
知
恵
と
努
力
の
結
晶
】

　

人
生
の
節
目
を
振
り
返
る
、
大
人
向

け
の
展
示
で
す
。

●
電
気
洗
濯
機
（
一
槽
式
）

昭
和
30
年
代
か
ら
、
一
般
家
庭
に
普
及

し
は
じ
め
た
電
気
洗
濯
機
。
初
め
て
手

動
の
ロ
ー
ラ
ー
絞
り
機
を
使
っ
た
主
婦

は
、
力
の
い

る
絞
り
作
業

が
大
幅
に
軽

減
さ
れ
た
こ

と
に
感
激
し

ま
し
た

●
そ
の
他
の
展
示
資
料　

氷
冷
蔵
庫
、
炭
火
ア
イ
ロ
ン
、
回
転
こ

た
つ
、
昭
和
39
年
頃
の
家
庭
の
だ
ん
ら

ん
風
景
、
紙
芝
居
自
転
車
の
再
現
な
ど

【
胸
躍
ら
せ
た
お
も
ち
ゃ
た
ち
】

　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
新

鮮
で
想
像
力
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
レ

ト
ロ
な
お
も
ち
ゃ
を
展
示
し
ま
す
。

●
超
合
金
ロ
ボ
ッ
ト
・
着
せ
替
え
人
形

昭
和
40
年
以
降

の
子
ど
も
に
爆

発
的
な
人
気
を

博
し
た
、
お
も

ち
ゃ
人
形
玩
具

を
展
示
し
ま
す

●
そ
の
他
の
展
示
資
料

メ
ン
コ
、
お
手
玉
、
ブ
リ
キ
の
乗
り
物
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
機
な
ど

　

毎
年
恒
例
の「
む
か
し
の
道
具
展
」。今
回
は
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、道
具
が
日
々

の
暮
ら
し
に
根
付
い
て
い
く
中
で
、
物
と
心
の
両
面
に
お
け
る
豊
か
さ
を
い
か
に
担

っ
て
き
た
か
を
回
顧
し
、
世
代
を
超
え
た
語
ら
い
の
場
と
し
て
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

昭
和
を
見
て
き
た
道
具
展

～
回
想
　
童
心
に
返
る
ひ
と
と
き
～

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」

「
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
」
が
使
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

●
会
期

９
月
８
日
㈮
～
11
月
26
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日
）。
９
月
19
日

　

㈫
・
20
日
㈬
は
休
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
５
０
円
）

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
の
特
徴

購
入
し
て
、
都
城
の
活
性
化
に
貢
献

交換

利用したい自治体のポ
イントに交換し、「め
いぶつチョイス」ほか、
地域の商店や公共施設
の使用料に利用。

クレジットカードのポイ
ントやマイレージなど

めいぶつチョイス

地域経済応援ポイント

Miyakonojo City Public Relations 2017.913


